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考察 

サンプル中の核酸の正確な検出及び高感度の定量は、分子生物

学における様々なアプリケーションの基本である。 

Quant-iT PicoGreen システムに NanoQuant Plate の小容量測定

特性を組み合わせると、17 pg という少量の dsDNA を定量する高

感度で信頼性の高い方法となる。この値は、Quant-iT PicoGreen

キットの公称検出限界（サンプル量 200 μL 中 25 pg）よりはるか

に低い。 

この組み合わせでは、2 μL という小容量のサンプルを分析できる

NanoQuant Plate の機能により、Quant-iT PicoGreen システムの

検出範囲はさらに改善され、試薬の仕様よりはるかに高い感度が

得られる。 

 

結論 

インフィニット 200 を NanoQuant Plate と組み合わせて dsDNA の

蛍光定量に使用すると、時間を節約した信頼性の高い方法となり、

サンプルの消費を 低限にしながら高感度かつ正確な結果が得

られる。 

 

略語 

cDNA 相補的 DNA 

CV 変動係数 

dsDNA 二本鎖 DNA 

NQP NanoQuant Plate  

RFU 相対蛍光単位 

RNA リボ核酸 

ssDNA 一本鎖 DNA 

stdev 標準偏差 

TE Tris/EDTA 
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